
役 員 紹 介
四附連親睦球技大会
　平成26年7月27日（日）、香川大学附属坂出小
学校主催の四附連親睦球技大会が開催され、ソフ
トボール部は準優勝、バレーボール部は四位でした。
・ソフトボール部は、保護者と教員のソフトボール
愛好家がメンバーを構成しています。ソフトボー
ル部の活動を知っていただき、あたたかい声援を
いただければ幸いです。（4年生担任　松永　宏）
・ソフトボール部門は、今年の大会から「スローピッ
チの部」が新設されました。文字通りピッチャー
は「スローボール」しか投げることができないルー
ルとなっています、よって経験がなくても楽しく大
会に参加できるようになりました。ちなみに、従来
からの「ファーストピッチの部」では「準優勝」と
なりました。
　まだまだメンバーが不足しています、毎週日曜午前中本校運動場で練習をしています。お気
軽にご参加ご連絡をお待ちしています。
　連絡先y.k.o.o.r.i.5@docomo.ne.jp  （ソフトボール部1・4年保護者兼監督　郡）
・バレーボール部門は、今大会、前回初優勝した地「坂出大会」でしたので、縁起を担ぐべくチー
ムで心を一つに頑張ったのですが、奮闘虚しく4位と言う結果に終わってしまいました。例年に
比べ若干涼しかったものの暑い中、校長先生はじめ保護者会長さま、理事の方、文スポ委員の
方、先輩方には、応援・お手伝い頂き本当にありがとうございました。優勝は、来年に託したい
と思います。  （バレー部6年保護者　林　恵子）

　子どもたちの
笑顔から、いつ
もパワーを頂い
てます山口です。
本年は副会長と
言う大役を頂き、
今まで以上に子

ども達の活動を応援しています。その中、
春に行われた四国の附属関連の学校が
集い報告会を行う「四附連」や秋に東
京で毎年開催される「全国附属 PTA
研修会」などの諸行事にも参加し、自
分自身、教育に関して強い刺激を受け
ました。これらの経験を保護者会活動
に反映させながら、学校と保護者会に
尽力してゆきたいと考えております。
今年も残りわずかとなりましたが、初
心忘れずに副会長の職務を努めさせて
頂きます。どうぞ宜しくお願い致します。

　昨年に続き、
はぐくみ保護者
会の副会長をさ
せて頂いており
ます佐々木美和
と申します。三
人の子どもが続
けてお世話に

なったことで、保護者として 12 年関わ
らせていただいております。私自身本
校卒業生であり、我が子だけでなく全
ての生徒が本校に通うことに自信と誇
りを持ってもらえるように、勉学だけ
でなく、伝統や規律、人としての思い
やりなど人間として成長できる学校で
あることを願い先生方のお手伝いがで
きる保護者でありたいと思っています。
保護者の皆様におかれましても、思い
は同じことと思います。ご多忙とは存
じますが、ひき続き、保護者会活動へ
のご理解、ご協力をよろしくお願い申
し上げます。

　今年も残り僅
かとなりました。
保護者会では皆
様のお力添えで、
順調に運営して
参ることができ
ました。
　それも偏に保

護者皆様のご理解とご協力の賜物と、
感謝しております。
　また、様々な活動では、各委員会を
はじめ多くの方々に貴重なお時間と労
力を頂いておりますことに深く敬意を
表する次第です。
　どの活動においても、計画から運営
に至るまで、学校支援、子どもたちの
ためと見えない所で多くの方々にご尽
力頂いております。保護者会はこうし
た皆様によって成り立っているものだ
と痛感しております。
　会長としての残りの任期、各活動が
スムーズに運営できるよう、精一杯務
めて参ります。どうぞ引き続きよろし
くお願い申し上げます。

会　長 北 島 一 人 副会長 山 口 和 行副会長 佐々木美和

後列左から

齋藤智彦幹事、北島一人会長、

福森知治監事、山口和行副会長

前列左から

増田万紀子幹事、中川里美監事、

佐々木美和副会長、小谷めぐみ幹事、

岡村千紗幹事
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（学校保健委員会兼務）

安全委員会

学校教育支援委員会 鹿島秀子
委員長

藤原由美
委員長

 4 月 参観日駐車誘導、第1回学校教育支援委員会
  第2回学校教育支援委員会
  第1回学校保健委員会
 5月 参観日駐車誘導
 6月 参観日駐車誘導
 8月 美化奉仕活動、清掃用具後片付け
 9月 参観日駐車誘導
  体育大会後片付け
  第2回学校保健委員会（講演会）
 11月 オープンスクール（受付及び巡回）
 2月 美化奉仕活動、清掃用具後片付け
  参観日（音楽発表会）駐車誘導
 3月 参観日駐車誘導、第3回学校教育支援委員会、第3回学校保健委員会
その他：野外学習補助、校外学習補助等

　学校教育支援委員会では、主に参観日の駐車誘導を行っています。その他、美
化奉仕活動の用具の後片付けや体育大会の後片付け、オープンスクール運営補助、
野外学習、校外学習の補助等があります。又、学校保健委員会も兼ねているため、
一見すると、活動回数が多いように思われますが、各クラス7名程の委員さんで活
動しているので、年度初めに活動予定を割り振ると、1人1回から2回程の活動です。
なお、学校行事の際に活動するため仕事をされている保護者の方でも予定が立ち
易く、特別に休みを取らなくても、参観日に来た時に活動できると言う利点もあ
ります。駐車誘導が初めての方でも、誘導手順の配布や担当学年を高学年と
低学年の組合せにする事でスムーズに誘導できております。
11月のオープンスクールでは、たくさんの委員さんに活動いただきました。皆

さん、学校教育支援委員としての自覚、責任を持って毎回活動してくださって
います。

安全委員会は、児童の安全・安心を守るお手伝いをしています。

☆一年間の主な行事☆

 4月 新入生及びその保護者のための交通安全教室

 6月 AED講習会の参加補助

 9月 体育大会の校内巡視

 11月 オリエンテーリングの行き帰り交通立哨

 2月 送別凧揚げ大会の行き帰り交通立哨

　委員の方には、年度初めに希望を伺いい

ずれかの行事に参加してもらうようにしていま

す。行事にむかう子どもたちの安全を守りな

がら子どもの様子を見ることができたり、交通

ルールや救急法を学ぶこともできます。

　また、子どもたちの安全な登下校のために、

1年を通じて立哨当番表を作成しています。

毎朝の立哨・火曜日の下校立哨巡回は、

全児童の保護者の皆様のご理解とご協力で

なりたっています。

　子どもたちの笑顔と輝く未来のために、今

後とも皆様のご協力を宜しくお願いいたします。

員会

立ち



家庭教育支援委員会

文化スポーツ委員会

原田里実
委員長

郡義典
委員長

平成26年度　家庭教育支援委員会活動報告及び予定
 4月 第1回委員会
 5月 第2回委員会
  はぐくみ講座お手伝い
 9月 第3回委員会
  制服リサイクル販売
 11月 第1回教育集会「絵本とその読み聞かせの教育的効果」
  （鳴門教育大学教授　余郷裕次先生）
 1月 制服リサイクル販売（新入生対象）
 2月 第2回教育集会（文化スポーツ委員会共催）
 3月 第4回委員会
  卒業式コサージュ贈呈

　家庭教育支援委員会では、年間を通じ学校と家庭の架け橋となれるよう活動し
ております。
制服リサイクルでは、行事ごとに制服回収ボックスを設置し9月に皆さまからご協力
頂いた制服等を販売いたしました。本年度は77,950円の収益金が集まり、この収
益金で卒業生と先生方にコサージュを贈らせていただきます。
　「絵本読み聞かせ隊」として委員会の有志が集まり始まった読み聞かせ活動も、
本年度からは、委員会の枠をはずし、保護者の皆様からご参加いただいております。現在は1
年生から3年生までの教室に出向き、読み聞かせを行っております。
　読み聞かせをした絵本のリストを小学校のホームページに掲載予定ですので、ご家庭での絵
本選びなどにご活用いただけたらと思います。
　また、年間2回の教育集会を開催し、例年たくさんの保護者の皆さまにご参加いただいており
ます。
　当委員会では、委員全員で協力しながら、ともに助け合い・ともに考える機会を持てるようにし
て参りたいと思っております。今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

 5月 はぐくみ球技大会運営
 7月 四国国立大学附属小学校PTA連合会親睦球技大会の開催：
  　香川大学教育学部附属坂出小学校　ソフトボール部・バレーボール部参加
 9月 体育大会保護者競技玉入れ運営
 11月 オリエンテーリング運営補助
 2月 第2回教育集会（家庭教育支援委員会共催）

＜各部活動紹介＞
・ららら♪コーラス部 月、金曜日不定期（月1～2回）：第二音楽室
   2月ららら♪コーラス、ほかほかコンサート参加予定
・ソフトボール部 4～ 11月毎週日曜日：9～12時　附小運動場
・バレーボール部 不定期（月1～2回）：12時～14時　市立体育館

　文化スポーツ委員会の活動は、はぐくみ親睦球技大会、四国国立大学附属
小学校PTA連合会親睦球技大会、体育大会保護者競技運営、オリエンテーリ
ング運営などのお手伝いをしています。
　また、ららら♪コーラス部・ソフトボール部・バレーボール部の各部では保護
者が主体となり、先生方からもご協力頂きながら活動しております。各部には縁
があって集まった保護者、先生方とのチームワークがあり、固い絆となり「信頼
関係」が生まれます。
　このように、音楽もスポーツも不思議な力があるのですね。そしてその力が、
子どもたちにも伝わり温かい気持ちがはぐくまれると信じて活動しています。校区
の無い本校で数少ない親睦の場となっています。
　皆さんも、一歩踏み出して、ららら♪コーラス、ソフトボール、バレーボール、
に参加してみて下さい。新しい仲間が待っています。

郡
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広報委員会
　平成26年度広報委員会では、5月、7月、12月、3月の年四回、学
校生活の様子を伝える広報紙「はぐくみひろば」と、12月に保護者会だ
より「しろやま」を発行します。また、附属小学校ホームページの保護者
のページを担当しています。その中の「はぐくみひろば」では保護者の視
点から学校の様子を取材したコメントや学校からの全学年共通のお手紙
を「おしらせ」で載せています。

 4月 保護者会総会後第1回委員会
 5月 第2回委員会
 6月 第3回委員会
 9月 第4回委員会
 12月 第5回委員会
 2月 第6回委員会

　4月に年間予定表を配布し、取材予定行事の担当クラスを決めています。
各クラスが一年間に2～3つの行事を担当し、委員の皆さんで分担して取
材してもらっています。取材とはいえ、立派なカメラやパソコンは必要あり
ません。携帯電話のカメラで気軽に写真を撮影。そのままメール送信する
だけでOKです。コメントも思いつくままの感想をメールで送ってもらってい
ます。仕事で学校行事に参加できない方には、参加した子どもの感想か
らコメントを書いてもらっています。
　広報委員会は、広報に関する話し合いだけでなく、学年・クラスの枠
を超えて保護者同士のコミュニケーションの場としても活用しています。皆
さまのご参加をお待ちしております。

小松原富美
委員長

ご報告「「「「「「「「「「「「「「「「 」」」」」」」」」」」「 」　本校は、昨年度に引き続き、「学習内容の本
質に迫る学びの創造〈2年次〉」を主題として、
実践研究を進めています。この研究では、「学
習内容の本質に迫る学び」を創造するために、
リアリティや専門性のある課題を設定して授業
づくりを進めました。リアリティや専門性のある
課題とは、子どもが実生活で遭遇するような興
味関心をもつ課題や知的探究心をくすぐるよう
なやりがいのある課題です。これにより、子ど
もたちは、学習内容の魅力や価値を味わい、
「もっと知りたい。」「もっと学びたい。」と学習を
自分事ととらえて本気になります。本気になる
学習だからこそ、お互いの意見を聴き合い、さ
らに深く学ぶための課題を発見していくのです。
　このような学びは、学習院大学文学部教授
佐藤学先生が、提唱している21世紀型学校改
革ビジョンとなるものです。自分らしくいろいろ
な問題解決をすること、もっている知識を様々
に組み合わせて新しい知識をつくること、自分
らしく表現すること、他者と協働してうまく課
題を解決していくことなど、実社会や実生活で
活用できる力が今世紀では求められています。
　学校は子どもたちが学び育ち合う場所であ
るとともに、教師も教育の専門家として学び育
ち合い、保護者や市民も学校改革に協力し、
連帯して学び育ち合う場所であるという理念の
もと、どの子も伸ばす学びを構築していきたい
と考えています。本年度の研究発表会は、平
成27年2月7日〈土〉です。保護者の皆様のご
理解とご協力をお願い致します。

北島会長よりひとこと

　10月18日徳島
市内の中華料理店
にて恒例の「おや
じの会」が開催さ
れました。今年はゲ
ストに校長先生、
町口教頭先生もお
越しくださり、会に
華を添えて頂きまし
た。ご参加を頂い
た方からは、「初参加でドキドキでした」、「今回が4度目で、毎年楽
しみです」「仕事の合間ですが顔を出しに少しだけ来ました」などと、
様 な々思いの声が聞こえました。普段学校行事には美化奉仕活動
のみと言う中、この日はゆったりと、先生方の保護者への感謝の言葉、
先生方へ素朴な質問など、話題も尽きる事無く語り合いました。これ
からも「おやじの力」、「保護者の力」を子どもたちの為に、学校の為に、
と再確認した一日でした。 （副会長　山口和行）

　子ども達の事、学校の事、またそれぞれの仕事の事など、真剣に
また笑いも交りながらの交流となりましたが、皆さん終始「笑顔」で
普段とはまた違った雰囲気を楽しまれていました。
　また「『おやじの会』をもっと盛り上げよう！」「学校や子ども達のた
めに何か活動しよう！」といったご意見も出されました。
　これからの展望も垣間見えた貴重な時間となりました。
　次回は「学校・子ども達をサポートする『おやじの会』」を目指して、
さらに多くの「おやじ」の参加とお知恵を頂きたいと思います。
 （会長　北島一人）
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